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一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会
の
概
要

名
　
称
　
一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会

　
　（
英
文
名T

he East A
sian Friendship A

ssociation

）

事
務
所
　 
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
─
七
─
四 

砂
防
会
館
別
館

二
階

　
　
　
　（
必
要
に
応
じ
支
部
を
設
け
る
）

目
　
的
　
会
員
相
互
の
親
睦
並
び
に
我
が
国
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

経
済
、
文
化
の
提
携
、
交
流
を
通
じ
、
友
好
親
善
の
増

進
を
図
る
。

事
　
業

①
　
我
が
国
と
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
と
の
政
治
、
経
済
、
文
化
に

関
す
る
調
査
研
究
及
び
講
演
会
、
研
究
会
の
開
催
並
び
に

研
究
資
料
の
出
版

②
　
我
が
国
と
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
と
の
文
化
、
芸
術
の
相
互
の

紹
介

③
　
我
が
国
と
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
と
の
経
済
協
力
の
推
進
に
必

要
な
情
報
の
収
集
及
び
斡
旋

④
　
我
が
国
に
在
住
す
る
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
民
の
生
活
相
談

⑤
　
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
か
ら
の
在
日
留
学
生
に
た
い
す
る
進
学
の

斡
旋

⑥
　
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

亜
東
親
善
協
会
の
変
遷

　
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会
は
、
民
主
主
義
と
自
由
経
済
を
信
条
と
す
る
ア

ジ
ア
人
同
志
の
交
流
を
深
め
る
目
的
で
一
九
四
九
年
　
東
京
に
設
立
さ
れ
た

『
華
南
倶
楽
部
』
が
発
祥
で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
激
動
の
時
代
で
し

た
が
、
会
員
は
ひ
た
す
ら
ア
ジ
ア
の
平
和
と
繁
栄
を
希
求
し
、
友
愛
と
信
義

を
基
調
と
し
た
国
際
関
係
の
樹
立
に
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
こ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
有
識
者
が
次
第
に
増
加
し
、
活
発
な
活
動
と
と

も
に
組
織
拡
大
の
一
途
を
辿
り
ま
し
た
が
、
一
九
七
二
年
の
日
中
共
同
声
明

は
、
ア
ジ
ア
の
政
治
情
勢
の
み
な
ら
ず
、
在
日
ア
ジ
ア
人
の
日
常
に
も
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
そ
の
前
年
即
ち
一
九
七
一
年
、
千
葉
三
郎
先
生
（
衆
議
院
議
員
）
は
、
倶

楽
部
を
強
化
発
展
さ
せ
る
必
要
を
痛
感
し
、
岸
信
介
先
生
、
福
田
赳
夫
先
生
、

灘
尾
弘
吉
先
生
ら
と
諮
り
、
留
日
華
僑
有
志
の
方
々
が
協
力
さ
れ
、
自
ら
発

起
人
と
な
り
同
年
五
月
二
九
日
外
務
省
認
可
『
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会
』

を
設
立
致
し
ま
し
た
。

　
千
葉
先
生
の
引
退
後
、
原
文
兵
衛
先
生
が
参
議
院
議
長
の
要
職
の
ま
ま
会

長
に
就
任
さ
れ
、
そ
の
後
、
永
年
衆
議
院
で
活
躍
さ
れ
た
藤
尾
正
行
先
生
が

会
長
を
引
き
継
が
れ
、
二
一
世
紀
の
幕
開
け
と
と
も
に
玉
澤
徳
一
郎
先
生
が

会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
四
年
一
二
月
六
日
「
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
の
認
定

等
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴
い
一
般
社
団
法
人
と
し
て
の
認
可
申
請
が

受
理
さ
れ
、
平
成
二
五
年
四
月
一
日
よ
り
一
般
社
団
法
人
と
し
て
再
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
世
界
の
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
程

に
成
長
し
ま
し
た
。
か
か
る
情
勢
の
中
、
二
〇
一
二
年
五
月
、
元
内
閣
総
理

大
臣
安
倍
晋
三
先
生
を
会
長
に
お
迎
え
致
し
ま
し
た
。
同
年
一
二
月
安
倍
政

権
が
発
足
、
会
長
の
内
閣
総
理
大
臣
復
帰
に
伴
い
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
〇
一
三
年
二
月
、
安
倍
会
長
の
意
を
受
け
、
会
長
代
行
・
大
江
康
弘
参
議

院
議
員
が
会
長
を
引
き
継
が
れ
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
領
土
問
題
等
の

紛
争
、
北
朝
鮮
の
核
問
題
、
発
展
に
伴
う
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
問
題
な
ど

も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
の
繁
栄
と
平
和
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
本
協
会
員
一
同
、
役
員
陣

容
を
強
化
し
、
新
会
長
の
も
と
、
叡
智
を
結
集
し
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
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季
刊
「
亜
東
」
平
成
三
〇
年　

新
春
号
・
目
次

一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会
・
概
要
・
変
遷�

二
頁

目　

次
・
協
会
役
員
名
簿�

三
頁

大
江
会
長
の
新
年
の
あ
い
さ
つ�

四
頁

二
〇
一
八
年
元
旦
謝
代
表
の
祝
辞�

六
頁

台
湾
フ
ェ
ス
タ
今
年
も
開
催�

七
頁

一
二
月
に
理
事
会
、
研
修
会
、
懇
親
会
開
催�

九
頁

台
湾
か
ら
の
留
学
生
の
国
会
見
学
会
を
開
催�

一
一
頁

国
会
見
学　

感
想�

一
二
頁

平
成
三
〇
年
謹
賀
新
年
名
刺
広
告�
一
四
頁

事
務
局
だ
よ
り�
一
八
頁

� 平成28年５月12日

一般社団法人亜東親善協会役員名簿
名誉会長（理事以外）　１名　　　玉澤徳一郎
参　　与（理事以外）　１名　　　橋本　靖男
会　　長（代表理事）　１名　　　大江　康弘
副 会 長（理　　事）　４名　　　山本　順三　　張　　建国
　　　　　　　　　　　　　　　 張　　碧華　　多　　忠和
専務理事　　　　　　 １名　　　赤松　則宏
業務執行理事　　　　 ４名　　　藤山　雅康
　　 〃 　　　　　　 　　　　　並木　正芳
　　 〃 　　　　　　 　　　　　柴田　徳文
　　 〃 　　　　　　 　　　　　笹岡　恭亮
理　　　　事　　　　 10名

崎谷　秀彦　　小松　省二　　益山　　茂　　松永理恵子　　三浦　信行　　伊野　雅晴
山口　裕志　　森　　康郎　　永島　剛士　　小山　博史

監　　　　事　　　　 ２名　　　李　ハロルド　　鈴木　慶一

事　 務　 局　　　　　　　　　 崎谷　秀彦
　　　　　　　　　　　　　　　 李　　孔暁

一般社団法人　亜東親善協会
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大
江
会
長
の
新
年
の
あ
い
さ
つ

�

会
長　

大
江　

康
弘　

「
新
た
な
日
・
台
友
好
の
始
ま

り
」新

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
私
共　

亜

東
親
善
協
会
の
活
動
に
対
し
ま
し

て
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
事
、
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
、
中
華
民

国
台
湾
と
の
友
好
・
親
善
は
確
実
に
一
歩
、
一
歩
実
を
結
ん
で
い
っ
て

お
り
ま
す
。
私
の
好
き
な
言
葉
の
一
つ
に
「
逆
境
は
真
の
友
を
作
る
」

「
逆
境
で
真
の
友
を
得
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
日
本

と
中
華
人
民
共
和
国
が
国
交
を
結
ん
で
四
五
年
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ

れ
は
同
時
に
日
本
と
中
華
民
国
台
湾
が
国
交
を
断
絶
（
一
九
七
二
年
）

し
て
四
五
年
お
よ
そ
半
世
紀
と
い
う
長
い
期
間
が
経
過
し
た
と
い
う
事

で
あ
り
ま
す
。

最
初
は
「
こ
ん
な
不
幸
な
事
は
な
い
」「
こ
ん
な
理
不
尽
な
出
来
事

は
な
い
！
」
と　

お
互
い
そ
れ
ぞ
れ
の
国
（
中
華
民
国
台
湾
と
日
本
）

を
大
切
に
想
う
国
民
は
そ
う
感
じ
、
憤
り
、
嘆
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
出
来
事
こ
そ
が
新
た
な
日
・
台
友
好
の
又
、
真
の
日
・
台
交
流
の

始
ま
り
で
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
四
五
年
間
、
中
華
民
国
台
湾
は
国
際
空
間
を
狭
め
ら
れ
、
行
動

が
制
約
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
中
国
の
理
不
尽
な
圧
力　

又
そ
れ
に
同
調

す
る
国
々
の
離
反
や
裏
切
り
な
ど
、
苦
し
い
環
境
、
厳
し
い
試
練
が
続

い
て
き
ま
し
た
。
あ
の
無
法
国
家
北
朝
鮮
で
さ
え
、
今
国
交
が
あ
る
国

は
一
六
二
ヶ
国
、
そ
れ
に
比
べ
て
中
華
民
国
台
湾
は
わ
ず
か
二
〇
ヶ
国

だ
け
で
あ
り
ま
す
。

当
然
、
我
日
本
は
こ
の
二
〇
ヶ
国
の
中
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
中

華
民
国
台
湾
の
国
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
は
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。

そ
れ
で
も
昨
年
、
ア
メ
リ
カ
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
誕
生
し
た
当
初

は
、
対
台
湾
関
係
の
こ
れ
か
ら
に
多
大
な
期
待
を
し
た
の
で
す
が
そ
れ

も
束
の
間
、
北
朝
鮮
問
題
を
契
機
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
中
国
の
習
近

平
国
家
主
席
に
近
づ
き
、
大
き
な
期
待
は
失
望
と
落
胆
に
変
り
ま
し

た
。
日
本
も
そ
う
で
す
が
中
華
民
国
台
湾
と
同
様
に
安
全
保
障
政
策
は

常
に
ア
メ
リ
カ
の
手
の
ひ
ら
の
上
に
い
る
状
態
は
戦
後
何
一
つ
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
様
な
中
で
、
中
国
は
習
近
平
体
制
が
二
期
目
を
迎

え
彼
の
国
の
国
内
事
情
を
み
て
も
中
華
民
国
台
湾
へ
の
圧
力
は
今
後

増
々
強
く
、
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
私
は
楽
観
し
て
い
ま
す
。
大
い
な
る
自
信
を
も
っ
て
い
ま

す
。
何
故
な
ら
ば
先
に
も
申
し
上
げ
た
よ
う
に
こ
の
辛
く
、
厳
し
い

四
五
年
の
歳
月
は
中
華
民
国
台
湾
に
と
っ
て
、
誰
が
真
の
友
な
の
か
？

又
、
我
々
日
本
に
と
っ
て
ど
の
国
が
真
の
友
な
の
か
を
、
し
っ
か
り
と

見
定
め
そ
の
結
論
を
我
々
に
与
え
て
く
れ
る
日
々
を
提
供
し
て
く
れ
た

か
ら
で
す
。
我
々
日
本
に
と
っ
て
の
「
雨
天
の
友
」
こ
そ
中
華
民
国
台

湾
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
今
、
両
国
の
多
く
の
民
間
団
体
や
関
係
者
が
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長
年
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
関
係
、
パ
イ
プ
を
通
じ
て
、
有
意
義
な
交
流

を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
正
に
下
か
ら
の
盛
り
上
が
り
で
あ
り
、
草

の
根
の
拡
が
り
で
す
。
こ
の
信
頼
関
係
こ
そ
が
両
国
に
と
っ
て
の
、
こ

れ
か
ら
の
新
し
い
次
代
に
向
け
て
の
大
い
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
、
勇
気
と
自
信
を
持
っ
て
、
こ
の
絆
を
強
く
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
今
年
は
そ
の
新
た
な
日
・
台
関
係
構
築
の
第
一
歩
、
元
年
と

し
て
一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
達
の
協
会
も
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
を
し
て
い
く
決
意
で

す
。さ

て
、
昨
年
は
我
々
協
会
の
発
展
、
又
戦
後
長
ら
く
両
国
の
友
好
、

親
善
の
た
め
に
日
々
努
力
を
さ
れ
て
き
た
協
会
の
理
事
で
も
あ
り
、
留

日
東
京
華
僑
婦
女
会
の
会
長
で
も
あ
っ
た
、
呉
淑
娥
会
長
が
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
長
年
の
ご
功
績
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
と
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。
同
時
に
、
平
野
達
男
参
議
院
議
員
（
自
民
党
）、

前
参
議
院
議
員　

元
法
務
大
臣　

岩
城
光
英
先
生
、
埼
玉
台
湾
総
会
の

榎
本
有
里
名
誉
会
長
の
三
人
が
理
事
と
し
て
、
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
強
い
限
り
で
す
。
又
、
松
下
新
平
参
議
院
議
員
も
本
年
に
は

理
事
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
著
名

な
方
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
の
力
を
い
た

だ
き
結
集
し
な
が
ら
中
華
民
国
台
湾
と
日
本
の
更
な
る
友
好
・
親
善
を

進
め
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
本
年
も
皆
さ
ま
方
の
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
後
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

本
年
一
年
の
皆
さ
ま
方
の
ご
活
躍
、
ご
多
幸
、
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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二
〇
一
八
年
元
旦
謝
代
表
の
祝
辞

�

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処�

代
表　

謝　

長
廷　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
年
を
迎
え
、
皆
様
が

ま
す
ま
す
ご
清
栄
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
一
昨
年
の
六
月
に
着
任
以

来
、
こ
れ
ま
で
四
五
の
都
道
府
県

を
訪
問
し
、
日
本
の
各
界
の
方
々
と
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
至
る

と
こ
ろ
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
交
流
が
あ
り
、
台
日
間
は
深
く
強
い
絆

で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
地
道

に
交
流
を
積
み
重
ね
て
来
ら
れ
た
台
日
関
係
に
携
わ
る
諸
先
輩
方
の
努

力
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
台
日
の
窓
口
機
関
の
名
称
が
、
日
本
側
が
「
交
流
協
会
」

か
ら
「
日
本
台
湾
交
流
協
会
」
へ
、
台
湾
側
が
「
亜
東
関
係
協
会
」
か

ら
「
台
湾
日
本
関
係
協
会
」
へ
と
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
改
名
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
台
日
関
係
が
新
し
い
時
代
に
入
っ
た
こ
と
を
象
徴
し
て

い
ま
す
。

昨
年
一
一
月
に
は
、
台
日
間
の
「
税
関
相
互
支
援
協
定
」
と
「
文
化

交
流
協
力
覚
書
」
が
調
印
さ
れ
、
ま
す
ま
す
双
方
の
協
力
関
係
が
強
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
・
虎
ノ
門
に
当
代
表
処
の
「
台
湾
文
化
セ
ン

タ
ー
」
が
二
〇
一
五
年
に
開
設
さ
れ
た
の
に
続
き
、
昨
年
一
一
月
に
は

台
北
市
内
に
日
本
台
湾
交
流
協
会
の
「
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
」
も
開
設

さ
れ
、
両
国
の
文
化
交
流
は
今
後
よ
り
一
層
活
発
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
経
済
面
で
は
、
台
湾
は
日
本
と
引
き
続
き
「
積
み
上
げ
方

式
」
で
経
済
連
携
強
化
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
日
本
が
主
導
す

る
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
包
括
的
及
び
先
進
的
な
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
）
を
含
む
地
域
経
済
統
合
へ
の
参
加
も
希
望
し
て
い
ま
す
。

台
日
の
実
質
的
な
関
係
を
支
え
て
い
る
地
方
交
流
も
極
め
て
重
要
で

あ
り
、
私
が
着
任
以
来
、
約
一
年
半
の
間
に
台
湾
と
日
本
の
地
方
自
治

体
間
で
四
〇
の
交
流
協
定
ま
た
は
覚
書
が
締
結
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
と
合

わ
せ
て
九
八
に
達
し
ま
し
た
。
今
年
七
月
に
は
「
台
日
交
流
サ
ミ
ッ
ト
」

が
初
め
て
台
湾
の
高
雄
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
か
ら
も

多
く
の
地
方
議
員
が
出
席
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
地
方
の
特
色
あ
る
文
化
イ
ベ
ン
ト
は
、
多
く
の
台
湾
人
観
光

客
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。
同
様
に
台
湾
で
は
、
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
毎
年
元
宵
節
（
旧
暦
一
月
一
五
日
）
の
前
後
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

今
年
は
嘉
義
県
が
メ
イ
ン
会
場
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
秋
に
は
台

中
市
で
「
台
中
フ
ロ
ー
ラ
世
界
博
覧
会
」（
花
博
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

客
家
文
化
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
「
台
三
線
・
客
家
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
」

も
日
本
の
皆
様
に
ぜ
ひ
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

台
湾
と
日
本
の
良
好
な
関
係
を
次
の
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に

は
、
修
学
旅
行
、
留
学
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
な
ど
を
通
し
た
若
者

交
流
が
極
め
て
大
切
で
あ
り
、
育
ま
れ
た
友
情
は
両
国
に
と
り
、
か
け

が
え
の
な
い
財
産
と
な
る
で
し
ょ
う
。
世
界
情
勢
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
る
中
、
台
日
の
「
心
と
心
」
の
友
情
は
、
世
界
平
和
の
模
範
と
な
り
、

ア
ジ
ア
の
安
定
と
発
展
に
も
寄
与
す
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
、
よ
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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台
湾
フ
ェ
ス
タ
今
年
も
開
催

�

一
般
社
団
法
人　

亜
東
親
善
協
会　

理
事

�

台
湾
フ
ェ
ス
タ
in
代
々
木
公
園　

実
行
委
員
長

�

朱
（
笹
岡
）　

恭
亮　

二
〇
一
六
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
「
台
湾
フ
ェ
ス
タ
in
代
々

木
公
園
」
は
二
〇
一
七
年
七
月
二
九
日
（
土
）、
三
〇
日
（
日
）
に
第

二
回
台
湾
フ
ェ
ス
タ
in
代
々
木
公
園
と
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

主
催
は
日
本
に
在
留
す
る
華
僑
の
二
世
、
三
世
が
中
心
と
な
り
、
イ

ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
「
日
台
交
流
と
い
う
事
で
中
華
民
国
台
湾

の
食
と
文
化
、
物
産
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
相
互
の
人
的
交
流
か
ら
両

国
の
観
光
客
の
増
員
ま
で
両
国
の
親
善
交
流
を
目
的
と
す
る
も
の
で
し

た
。当

会
（
一
社
）
亜
東
親
善
協
会
も
日
台
交
流
と
い
う
事
で
全
面
的
に

第
一
回
、
二
回
と
も
に
後
援
団
体
と
し
て
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
日
は
台
湾
の
観
光
局
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
東
京
都
の
観
光

ブ
ー
ス
を
は
じ
め
、
当
会
の
大
江
会
長
の
地
元
で
あ
る
和
歌
山
県
も
出

店
し
て
い
た
だ
き
、
観
光
を
中
心
に
各
自
治
体
の
名
所
、
名
産
品
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
日
本
と
台
湾
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

会
場
の
代
々
木
公
園
音
楽
堂
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
初
日
二
九
日

（
土
）
pm
四
：
〇
〇
よ
り
開
会
の
式
典
が
行
わ
れ
、
ま
ず
華
僑
を
代
表

し
て
委
員
長
の
朱
恭
亮
と
中
華
聯
合
総
会
の
魯
徳
薫
、
中
華
民
国
台
湾

政
府
を
代
表
し
て
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
處
の
鄭
仲
煕
副
代
表
、
当

会
（
一
社
）
亜
東
親
善
協
会
よ
り
大
江
康
弘
会
長
、
日
本
台
湾
交
流
協

会
、
都
議
会
日
台
議
員
連
盟
特
別
顧
問
の
小
磯
あ
き
ら
氏
に
開
会
の
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
日
本
と
台
湾
の
強
い
結
び
つ
き
を
ア
ピ
ー
ル
を

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
第
一
回
目
よ
り
日
台
交
流
応
援
隊
長
に
な
っ
て

大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
る
、
両
親
が
台
湾
人
で
日
本
で
モ
デ
ル
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
舞
川
あ
い
く
さ
ん
と
、
台
湾
で
活
躍
し
て
い
る
日
本
人

の
女
優
の
大
久
保
麻
梨
子
さ
ん
の
二
人
が
あ
い
さ
つ
し
て
オ
ー
プ
ニ
ン
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グ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
ス
テ
ー
ジ
で
は
台
湾
で
も
活
動
し
て

い
る
ロ
ン
ド
ン
ブ
ー
ツ
の
淳
さ
ん
が
自
身
が
中
心
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
で

参
加
し
た
の
を
始
め
に
台
湾
か
ら
多
く
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
音
楽

を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
大
学
の
台
湾
か
ら
の
留
学
生
は
、
協
力

し
て
東
京
同
学
会
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

料
理
エ
リ
ア
は
台
湾
の
屋
台
料
理
を
中
心
に
多
く
の
出
店
が
あ
り
ま

し
た
。

初
日
、
一
時
的
に
雨
が
降
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
二
日
間
で
約

一
三
万
人
の
方
々
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
今
年
、
二
〇
一
八
年
も
第
三
回
台
湾
フ
ェ
ス
タ
in
代
々
木
公
園

を
開
催
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
二
〇
一
八
年
七
月
二
八
日

（
土
）、
二
九
日
（
日
））
今
後
と
も
日
本
の
方
々
に
も
っ
と
台
湾
の
事

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
台
湾
の
方
に
も
、
も
っ
と
日
本
の
事
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
今
以
上
に
観
光
を
中
心
と
し
た
人
的
交
流
が
益
々

発
展
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
台
湾
フ
ェ
ス
タ
in
代
々
木
公
園
が
そ
の

一
部
の
役
割
に
な
れ
ば
良
い
と
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
（
一
社
）
亜
東
親
善
協
会
、
皆
様
の
ご
協
力
と
日
台
交
流

を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
第
一
回
、
第
二
回
と
も
に
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。そ

し
て
第
三
回
台
湾
フ
ェ
ス
タ
in
代
々
木
公
園
に
も
ご
支
援
ご
協
力

の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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こ
と
が
で
き
た
と
の
考
え
を
示
し
た
。
そ
の
上
で
、「
先
輩
た
ち
が
築

き
上
げ
て
き
た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
繋
げ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

懇
親
会
の
前
に
開
か
れ
た
研
修
会
で
は
、
台
日
関
係
お
よ
び
台
湾
情

勢
を
テ
ー
マ
に
、
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
の
向
明
徳
・
政
務
部
長

お
よ
び
日
本
台
湾
交
流
協
会
の
柿
澤
未
知
・
総
務
部
長
が
そ
れ
ぞ
れ
、

一
二
月
に
理
事
会
、
研
修
会
、
懇
親
会
開
催

亜
東
親
善
協
会
は
一
二
月
七
日
、
東
京
・
元
赤
坂
に
あ
る
明
治
記
念

館
で
理
事
会
、
研
修
会
、
懇
親
会
を
開
い
た
。
懇
親
会
で
大
江
康
弘
会

長
は
、
日
台
間
は
こ
の
四
五
年
間
、
厳
し
い
環
境
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

双
方
の
繫
が
り
が
深
ま
り
、
お
互
い
が
真
の
友
人
と
し
て
歩
ん
で
く
る
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ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。

向
・
政
務
部
長
は
こ
の
中
で
、
台
日
の
各
窓
口
機
関
の
名
称
変
更
、

日
本
の
総
務
副
大
臣
の
初
め
て
の
公
式
訪
問
、
菅
官
房
長
官
に
よ
る
台

湾
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
へ
の
支
持
発
言
な
ど
、
今
年
台
日
関
係
に
お
い
て

様
々
な
進
展
が
あ
っ
た
と
説
明
し
た
。
謝
長
廷
駐
日
代
表
に
つ
い
て

も
、
昨
年
六
月
に
着
任
以
来
、
日
本
国
内
四
五
道
府
県
を
訪
問
し
、
台

日
間
の
地
方
交
流
に
努
め
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年

台
日
の
地
方
自
治
体
間
の
友
好
協
定
が
三
〇
以
上
も
結
ば
れ
、
一
二
月

六
日
に
も
台
南
市
と
山
形
市
の
友
好
協
定
が
締
結
し
、
前
台
南
市
長
の

頼
清
徳
行
政
院
長
か
ら
も
締
結
式
で
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ

た
こ
と
な
ど
も
取
り
上
げ
、「
台
湾
の
政
治
家
が
い
か
に
日
本
を
重
視

し
て
い
る
か
の
証
だ
」
と
述
べ
た
。

柿
澤
総
務
部
長
は
、
近
年
台
日
間
の
実
務
対
話
は
非
常
に
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。
さ
ら
に
民
間
交
流
、
青
少
年
交
流

も
活
発
で
あ
り
、
と
り
わ
け
青
少
年
交
流
に
お
い
て
は
、
年
間
約
四
万

人
の
日
本
の
高
校
生
が
修
学
旅
行
で
台
湾
を
訪
問
し
、
現
地
で
学
校
交

流
を
し
て
い
る
と
紹
介
し
、「
こ
れ
は
将
来
の
日
台
関
係
に
お
い
て
非

常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
引
き
続
き
強
化
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
当
協
会
副
会
長
の
山
本
順
三
参
議

院
議
員
が
挨
拶
の
中
で
、
今
年
別
府
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
国
会�

議
員
連
合
（
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｕ
）」
に
中
華
民
国
（
台
湾
）
も
創
設
メ

ン
バ
ー
と
し
て
出
席
し
た
こ
と
や
四
国
で
「
日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
」
が

開
催
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。
伊
東
良
孝
衆
議
院
議
員
は
、
自

身
の
選
挙
区
の
釧
路
と
台
湾
と
の
友
好
交
流
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
松

下
新
平
参
議
院
議
員
は
、「
日
台
関
係
を
よ
り
一
層
強
固
に
し
、
ア
ジ

ア
の
平
和
と
安
定
の
た
め
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
懇
親

会
で
は
「
一
般
財
団
法
人
台
湾
協
会
」
の
森
田
高
光
理
事
長
が
乾
杯
の

音
頭
を
と
り
、
年
内
最
後
の
懇
親
会
と
い
う
こ
と
で
忘
年
会
も
兼
ね
た

和
や
か
な
集
ま
り
と
な
っ
た
。
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問
者
な
ど
を
は
じ
め
良
好
で
あ
り
、
今
後
も
両
国
の
友
好
交
流
を
さ
ら

に
強
化
し
て
行
き
た
い
と
の
思
い
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
に
続
い
て
留
学
生
た
ち
は
国
会
議
事
堂
の
参
議
院
側
を
、
本

会
議
場
や
天
皇
陛
下
が
ご
休
憩
な
さ
れ
る
御
休
所
、
中
央
玄
関
広
間
な

ど
、
衛
視
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
興
味
深
く
熱
心
に
見
学
し
ま
し
た
。

見
学
後
は
国
会
正
門
前
で
記
念
写
真
を
撮
影
す
る
な
ど
し
て
「
た
い

へ
ん
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
」
と
の
感
想
を
述
べ
な
が
ら
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
（
留
学
生
感
想
文
を
後
掲
）。

台
湾
か
ら
の
留
学
生
の
国
会
見
学
会
を
開
催

亜
東
親
善
協
会
で
は
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
十
三
日
、
東
京
地
区
で

学
ぶ
台
湾
留
学
生
組
織
「
中
華
民
国
留
日
東
京
同
学
会
」
の
劉
冠
賢
会

長
ほ
か
メ
ン
バ
ー
三
二
名
に
よ
る
国
会
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

留
学
生
た
ち
は
先
ず
、
東
京
永
田
町
の
国
会
議
事
堂
に
隣
接
す
る
参

議
院
議
員
会
館
の
会
議
室
で
懇
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

懇
談
会
に
は
、
当
協
会
副
会
長
で
参
議
院
議
員
の
山
本
順
三
先
生
や

顧
問
で
参
議
院
議
員
の

西
田
実
仁
先
生
、
日
本
台

湾
交
流
協
会
の
山
崎
智

子
副
部
長
な
ど
が
当
協

会
幹
部
と
と
も
に
参
加

し
て
く
だ
さ
り
、
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
留
学
生
か

ら
の
安
全
保
障
や
社
会

問
題
、
奨
学
金
な
ど
の
質

問
や
要
望
に
も
丁
寧
に

お
答
え
し
て
和
や
か
に

懇
談
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
方
々
も
現

在
の
日
台
関
係
は
ま
す

ま
す
増
え
る
相
互
の
訪



12

　
国
会
見
学
　
感
想

�

台
灣
留
日
東
京
学
生
会　

会
長　

劉　

冠
賢　

朝
一
〇
時
半
に
永
田
町
駅
に
着
き
、
参
加
者
約
三
五
名
の
学
生
と
国

会
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。「
初
め
て
国
会
に
来
た
！
」、「
日
本
の
国

会
は
や
は
り
雰
囲
気
違
う
」
な
ど
の
声
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
国
会
は
千

代
田
区
永
田
町
に
あ
り
ま
す
が
、
国
会
議
事
堂
の
周
辺
に
は
各
政
党
の

本
部
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
首
相
官
邸
や
衆
議
院
議
長
公
邸
や
参
議
院
議

長
公
邸
な
ど
と
い
っ
た
政
治
関
係
の
施
設
が
多
く
建
っ
て
い
る
た
め
、

永
田
町
は
政
治
の
町
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

見
学
前
の
懇
親
会
で
参
議
院
議
員
山
本
順
三
氏
と
前
衆
議
員
議
員
並

木
正
芳
氏
に
お
会
い
す
る
機
会
を
得
た
。
二
人
の
議
員
さ
ん
に
北
朝
鮮

核
問
題
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
日
本
経
済
、
日
本
と
台

湾
外
交
関
係
の
話
な
ど
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
。
多
く
の
参
加
者
は
「
日

本
は
政
治
無
関
心
の
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
な
い
で

す
が
、
国
会
議
員
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
さ
す
が
に
忙
し
い
だ
わ
」、「
議

員
会
多
す
ぎ
だ
ろ
う
」、
驚
き
の
声
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

見
学
中
に
参
議
院
本
会
議
場
の
傍
聴
席
か
ら
議
場
内
を
眺
め
、
普
段

テ
レ
ビ
で
見
て
い
る
通
り
に
椅
子
が
並
ん
で
い
る
。
天
皇
陛
下
が
お
使

い
に
な
る
御
休
所
の
天
井
の
装
飾
や
菊
の
ご
紋
章
の
入
っ
た
調
度
品
の

素
晴
ら
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
大
臣
就
任
の
集
合
写
真

を
撮
る
階
段
も
拝
見
し
、
日
本
の
政
治
の
中
枢
に
自
分
が
今
い
る
こ
と

に
感
慨
深
か
っ
た
で
す
。
中
央
広
間
に
は
歴
代
の
大
臣
像
（
板
垣
退
助

元
大
臣
、
大
隈
重
信
元
大
臣
、
伊
藤
博
文
元
大
臣
）
が
あ
り
、
一
か
所

完
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
意
味
（「
政
治
に
完
成
は
な
い
、
未
完
の

象
徴
」）
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

国
会
見
学
に
参
加
し
た
こ
と
で
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
今
回

国
会
見
学
を
通
じ
て
、
生
の
国
会
風
景
を
学
習
し
た
，
日
本
政
治
の
仕

組
み
を
よ
く
理
解
で
き
、
充
実
し
た
一
日
で
し
た
。
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国
会
見
学
会
感
想

�

黄　

建
誠　

今
回
の
国
会
見
学
を
通
じ
て
、
明
治
維
新
の
自
由
民
権
運
動
に
よ
る

「
国
権
の
最
高
機
関
」
を
象
徴
す
る
国
会
開
設
の
歴
史
の
重
さ
を
道
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
も
華
麗
な
中
央
広
間
に
は
、
議
会
政
治

の
基
礎
と
明
治
時
代
の
自
由
民
権
運
動
に
進
め
た
功
労
板
垣
退
助
、
大

隈
重
信
、
伊
藤
博
文
の
銅
像
が
あ
っ
た
。
最
も
印
象
を
残
し
た
の
は
、

未
完
成
し
た
四
つ
目
の
台
座
に
あ
る
銅
像
で
あ
る
。
未
完
成
の
銅
像
に

関
し
て
「
政
治
に
完
成
は
な
い
、
未
完
の
象
徴
」
と
よ
く
い
わ
れ
て
い

る
。
様
々
な
解
釈
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
政
治

と
う
い
う
も
の
は
一
人
で

完
結
す
る
の
で
は
な
く
、

他
人
か
ら
の
協
力
と
協
商

が
必
要
と
私
は
感
じ
る
。

さ
ら
に
他
国
と
の
協
力
も

忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
今

回
の
国
会
見
学
を
通
じ
て

も
う
一
度
政
治
の
あ
り
方

を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

今
日
の
見
学
会
は
、
非

常
に
有
意
義
な
も
の
に

な
っ
た
と
思
う
。

　
国
会
見
学
会
感
想

�

陳　

冠
吾　

今
回
の
国
会
見
学
に
は
、
色
々
貴
重
な
経
験
を
学
び
ま
し
た
。
や
は

り
留
学
生
に
と
っ
て
、
他
国
の
政
治
機
関
に
の
見
学
は
良
い
勉
強
機
会

だ
と
思
っ
て
る
。

最
初
議
員
た
ち
と
の
会
話
の
中
に
、
日
本
の
国
会
の
運
営
と
仕
組
み

を
あ
る
程
度
に
想
像
で
き
る
に
な
っ
た
。
や
は
り
国
最
高
の
政
治
機
関

な
の
で
、
い
ろ
ん
な
政
策
や
方
針
を
立
っ
て
る
時
に
は
、
各
方
面
か
ら

考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
上
、
消
費
税
な
ど
の
議
題
に
関
し
て
も
、

詳
し
く
説
明
し
て
く
れ

て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
う
。

午
後
の
見
学
に
、
議
場

や
国
会
の
外
観
を
拝
見
し

た
上
、
建
物
自
身
の
歴
史

感
を
見
る
と
、
穏
や
か
な

雰
囲
気
を
感
じ
た
。

今
回
の
見
学
を
通
じ

て
、
留
学
生
で
あ
る
私
も
、

日
本
の
政
治
と
文
化
を
さ

ら
に
勉
強
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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台
北
駐
日
經
濟
文
化
代
表
處

代　

表　

謝　
　

長
廷

台
北
駐
大
阪
経
済
文
化
辨
事
處

　
　
福
岡
分
處

處　

長　

戎　
　

義
俊

福
岡
市
中
央
区
桜
坂
三
─
一
二
─
四
二

　
　

電
話
〇
九
二
（
七
三
四
）
二
八
一
〇

衆
議
院
議
員　

金
子　

恭や
す
し之

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
─
一
─
二

　
　

衆
議
院
第
二
議
員
会
館
四
一
〇
号
室

　
　

電
話
〇
三
（
三
五
〇
八
）
七
四
一
〇

公
益
財
団
法
人
日
本
台
湾
交
流
協
会

理
事
長　
谷
崎　

泰
明

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
處

　
　
那
覇
分
處

處　

長　

蘇　
　

啓
誠

那
覇
市
久
茂
地
三
─
一
五
─
九

　
　

ア
ル
テ
ビ
ル
那
覇
六
階

　
　

電
話
〇
九
八
（
八
六
二
一
）
七
〇
〇
八

衆
議
院
議
員　

古
屋　

圭
司

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
─
一
─
二

　
　

衆
議
院
第
二
議
員
会
館
四
一
〇
号
室

　
　

電
話
〇
三
（
三
五
〇
八
）
七
四
一
〇

台
北
駐
大
阪
経
済
文
化
辨
事
處

處　

長　

陳　
　

訓
養

大
阪
市
北
区
中
之
島
二
─
三
─
一
八

　
　

中
之
島
フェス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
一
九
Ｆ

　
　

電
話
〇
六
（
六
二
二
七
）
八
六
二
三

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
處

　
　
札
幌
分
處

處　

長　

周
学　
　

佑

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
四
丁
目
一
番
地

　
　

伊
藤
ビ
ル
五
階

　
　

電
話
〇
一
一
（
二
二
二
）
二
九
三
〇

自
由
民
主
党
経
理
局
長

衆
議
院
議
員　

𠮷
川　

貴
盛

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
─
一
─
二

　
　

衆
議
院
第
二
議
員
会
館
一
二
〇
二
号
室

　
　

電
話
〇
三
（
三
五
〇
八
）
七
四
五
一

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
處

　
　
横
浜
分
處

處　

長　

陳　
　

桎
宏

横
浜
市
中
区
日
本
大
通
り
六
〇

　
　

朝
日
生
命
横
浜
ビ
ル
二
階

　
　

電
話
〇
四
五
（
六
四
一
）
七
七
三
七

衆
議
院
農
林
水
産
常
任
委
員
長

衆
議
院
議
員　

伊
東　

良
孝

東
京
都
千
代
田
区
永
田
二
─
二
─
一

　
　

衆
議
院
第
一
議
員
会
館
六
二
三
号

　
　

電
話
〇
三
（
三
五
〇
八
）
七
一
七
〇

参
議
院
議
員　

鶴
保　

庸
介

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
─
一
─
一

　
　

参
議
院
議
員
会
館
三
一
三
号
室

　
　

電
話
〇
三
（
六
五
五
〇
）
〇
三
一
三
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参
議
院
議
院
運
営
委
員
長

参
議
院
議
員　

山
本　

順
三

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
─
一
─
一

　
　

参
議
院
議
員
会
館
一
〇
一
九
号
室

　
　

電
話
〇
三
（
六
五
五
〇
）
一
〇
一
九

台
湾
観
光
局
東
京
事
務
所

所　

長　

鄭　
　

憶
萍

〒
一
〇
五
─
〇
〇
〇
三

東
京
都
港
区
西
新
橋
一
─
五
─
八

　
　

川
手
ビ
ル
三
階

　
　

電
話
〇
三
（
三
五
〇
一
）
三
五
九
一

　
　

FAX

〇
三
（
三
五
〇
一
）
三
五
八
六

後
藤
泌
尿
器
科
皮
膚
科
医
院

　

後
藤　

康
文

〒
〇
二
七
─
〇
〇
八
三

宮
古
市
大
通
一
丁
目
三
番
二
四
号

　
　

電
話
〇
一
九
三
（
六
二
）
三
六
三
〇

一
般
財
団
法
人
　
台
湾
協
会

理
事
長　
森
田　

高
光

東
京
都
新
宿
区
新
宿
六
─
二
九
─
六

　
　

エ
ル
ツ
六
ビ
ル
四
Ｆ

　
　

電
話
〇
三
（
三
二
〇
〇
）
八
一
一
六

　
　

FAX

〇
三
（
三
二
〇
〇
）
八
一
八
〇

中
華
民
國
留
日
横
濱
華
僑
總
會

會　

長　

洪　
　

益
芬

　

理
監
事
一
同

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
山
下
町
一
四
〇
番
地

　
　

電
話
〇
四
五
（
六
八
一
）
二
一
一
四

　
　

FAX

〇
四
五
（
二
〇
一
）
二
八
五
五

木
下
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

木
下　

和
昌

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
北
新
町
三
番
四
号

　
　

電
話
〇
六
（
六
九
四
六
）
〇
〇
七
八

　
　

FAX

〇
六
（
六
九
四
六
）
〇
五
〇
三

日
本
中
華
聯
合
總
會

会　

長　

新
垣　

旬
子

〒
一
〇
六
─
〇
〇
三
二

東
京
都
港
区
六
本
木
七
─
一
五
─
一
三

　
　

ダ
イ
ヤ
ハ
イ
ツ
九
〇
九
号
室

　
　

電
話
〇
三
（
六
四
四
七
）
五
〇
一
三

　
　

FAX

〇
三
（
六
四
四
七
）
五
〇
一
四

株
式
会
社
ホ
テ
ル
横
須
賀

代
表
取
締
役　

長
尾　

和
典

横
須
賀
市
米
が
浜
通
り
二
─
七

　
　

電
話
〇
四
六
（
八
二
五
）
一
一
一
一

　
　

FAX

〇
四
六
（
八
二
〇
）
一
一
一
三

株
式
会
社
和
興
産
業

代
表
取
締
役　

千
葉　

祐
三

東
京
都
文
京
区
千
石
三
─
一
四
─
八

　
　

サ
ン
セ
チ
ア
文
京
四
〇
二

　
　

電
話
〇
三
（
三
九
四
一
）
〇
〇
二
八

　
　

FAX

〇
三
（
六
九
〇
九
）
七
〇
三
九

ア
ジ
ア
問
題
懇
話
会

大
陸
問
題
研
究
協
会

会　

長　

高
野　

邦
彦

〒
二
二
六
─
〇
〇
二
七

横
浜
市
緑
区
長
津
田
三
─
二
二
─
一
九

学
校
法
人
　
横
濱
中
華
學
院

理
事
長　
林　
　

訓
一

横
浜
市
中
区
山
下
町
一
四
二
番
地

　
　

電
話
〇
四
五
（
六
八
一
）
三
六
〇
八

株
式
会
社
関
門
海

専
務
取
締
役　

本
多　

正
嗣

大
阪
市
西
区
北
堀
江
二
─
三
─
三

　
　

電
話
〇
六
（
六
五
七
八
）
〇
〇
二
九
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株
式
会
社
関
門
海

代
表
取
締
役　

田
中　
　

正

〒
五
五
〇
─
〇
〇
一
四

大
阪
市
西
区
北
堀
江
二
─
三
─
三

　
　

電
話
〇
六
（
六
五
七
八
）
〇
〇
二
九

　
　

FAX

〇
六
（
六
五
七
八
）
〇
〇
三
〇

学
校
法
人
電
子
学
園

日
本
電
子
専
門
学
校

学
園
長　

多お
お
の

　
　

忠た
だ

和か
ず

一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会

理　

事　

柴
田　

德
文

　
　

学
校
法
人
東
京
国
際
学
園

東
京
外
語
専
門
学
校

東
京
国
際
福
祉
専
門
学
校

東
京
外
語
日
本
語
学
校

理
事
長　
武
田　

哲
一

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
七
─
三
─
八

　
　

電
話
〇
三
（
三
三
六
七
）
一
一
〇
三

一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会

業
務
執
行
理
事　

並
木　

正
芳

〒
三
五
九
─
一
一
一
二

所
沢
市
泉
町
一
七
九
三
─
一
三
─
一
〇
一

一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会

理　

事　

程　
　

金
笙

一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会

会　

長　

大
江　

康
弘

東
京
都
中
央
区
銀
座
六
─
一
三
─
一
六

　
　

ウ
ォ
ー
ル
ビ
ル
五
〇
五

　
　

電
話
〇
三
（
六
二
七
八
）
八
六
九
〇

　
　

FAX

〇
三
（
六
二
七
八
）
八
三
二
〇

一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会

専
務
理
事　

赤
松　

則
宏

〒
三
四
三
─
〇
八
三
五

越
谷
市
蒲
生
西
町
一
─
三
─
六
八

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
六
─
四
〇
三

東
光
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

山
口　

裕
志

東
京
都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
二
─
一
─
五

　
　

電
話
〇
三
（
五
七
九
〇
）
五
七
九
〇

　
　

FAX

〇
三
（
五
七
九
〇
）
五
七
九
九

一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会

副
会
長　

張　
　

碧
華

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
三
─
七
─
七

　
　

電
話
〇
三
（
三
二
五
七
）
〇
〇
三
二

一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会

理　

事　
崎
谷　

秀
彦

医
療
法
人
社
団
博
翔
会

会　

長　

小
山　

博
史

〒
三
六
四
─
〇
〇
〇
一

埼
玉
県
北
本
市
深
井
五
丁
目
六
六
番
地

　
　

電
話
〇
四
八
（
五
四
三
）
一
〇
一
一

　
　

FAX

〇
四
八
（
五
四
三
）
一
三
一
六
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ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
販
売
　
長
龍
貿
易（
株
）

代
表
取
締
役　

榎
本　

有
里

埼
玉
県
新
座
市
中
野
二
─
七
─
五

　
　

電
話
〇
四
八
（
四
七
七
）
三
五
五
八

　
　

FAX

〇
四
八
（
四
七
七
）
九
〇
一
七

エ
イ
チ
ア
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役　
李　

ハ
ロ
ル
ド

東
京
都
新
宿
区
新
宿
五
─
一
七
─
一
八

　
　

電
話
〇
三
（
三
二
〇
三
）
〇
一
二
一

　
　

FAX

〇
三
（
三
二
〇
三
）
〇
一
二
九
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事
務
所
だ
よ
り

��
平
成
三
十
年
新
春
互
礼
会
、
講
演
会
の
開
催

日
期　

平
成
三
十
年
二
月
八
日　

木
曜
日

場
所　

キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル
東
急　

鳳
凰
東
の
間

講
演
会
講
師　

政
治
評
論
家　

篠
原
文
也
先
生

　
　
　

時
間　

午
後
五
時
～
午
後
五
時
五
十
分　

桐
の
間

演
題　
【
二
〇
一
八
年
安
倍
政
権
の
課
題
と
展
望
】

＊
新
入
会
員
の
ご
紹
介　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
六
日
―
平
成
三
十
年
一
月
十
五
日

　

藤
津�

晃
、
町
田�

浩
、
関
根�

勇
治
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